
２０２６年度　佐賀市立小中一貫校三瀬校　中学部だより　№３ 令和８年５月１２日

　今回の学校だよりは、三瀬村ふれあい体育大会に向けて練習を頑張っています、生徒総会を行いました、

大雨を想定した土砂災害引渡し訓練を行いました、なるほどthe World!です。

ふるさとを愛し、

自信と誇りをもち

未来を拓く子どもの育成かなやま 学力･心力
体力･労力

文責 校長 横山

今年度から開催される「三瀬村ふれあい体育大会」に、三瀬校も参加します。この大会は、「村民と村

内で働く人、こども及びその保護者が、大会を通して健康づくりに親しみながら、ふれあいと交流を深め、

笑顔あふれる１日とすること」を目的としています。

小中学生による徒競走や大玉転がし、凛々しい部活動行進、熱気あふれる応援合戦はもちろんのこと、

地域の方々と手を取り合って行う種目もたくさん予定されています。

今年度からの新しい試みということもあり、当日実際にやってみないとわからない部分も多々あります

が、大会の目的が達成され、村全体が笑顔になれるよう、学校としても全力で協力していきたいと考えて

います。

～熱中症対策と体調管理のお願い～

生徒たちは毎日、本番に向けて一生懸命練習に励んでいます。

天気予報によると、今週末にかけて気温が上昇する見込みです。まだ体が暑さに慣れていない時期ですの

で、ご家庭でも次のポイントについてお声掛けをお願いします。

• 帽子の着用（直射日光を避けましょう）

• こまめな水分補給（のどが渇く前に飲む習慣を）

• 栄養と睡眠（しっかり食べ、夜は早めに体を休めましょう）

万全の体調で当日を迎えられるよう、学校でも指導してまいります。

～保護者の皆様へ～

保護者の皆様は、お子様を見守る「保護者」であると同時に、大会を共に作り上げる「参加者」でもあ

ります。

競技への参加はもちろん、子どもたちへの温かい声援もよろしくお願いいたします。皆様の笑顔と応援

が、子どもたちにとって一番の力になります。

三瀬村がひとつになる「笑顔あふれる1日」を、共に作り上げましょう！



　次号は、体育大会特集、JRC結団式、芋苗植えを掲載する予定

です。

５月の風にのせて・・・

新緑がまぶしい季節となりました。日本では鯉のぼりが空を泳ぐ時節ですが、世界にもこの時

期ならではの素敵な習慣があります。

フランスでは5月1日を「スズランの日」と呼び、家族や友人にこの花を贈る習慣があります。

スズランを受け取った人には幸運が訪れると言われ、街中が可憐な香りに包まれます。身近な

人の幸せを願う、温かい文化ですね。

また、5月5日はメキシコの戦勝記念日「シンコ・デ・マヨ」です。現在ではメキシコ文化を祝

う祭典として定着し、色鮮やかな衣装でのパレードや陽気な音楽が世界各地で披露されます。

5月21日は国連が定めた「世界文化多様性デー」です。「当たり前」は国ごとに違います。そ

の違いを「おもしろい！」と楽しむ心が、広い視野を育む第一歩になります。ご家庭でも、世

界の行事について話題にしてみてはいかがでしょうか。

５月８日（金）に生徒総会を行いました。

生徒総会では、各専門委員会からの提案や、それに対する活発な質疑応答が見られ、当事者意識を持って

その場に臨んでいる姿にとても感心しました。今回承認された活動計画を、みんなで協力して実践し、より

よい三瀬中学校をつくっていってほしいです。

先日、大雨の影響により警戒レベルが「３」から「４」へと引き

上げられたという想定のもと、小中合同での「土砂災害引き渡し訓

練」を実施しました。

児童生徒は、緊急放送と同時に迅速かつ落ち着いて避難行動をと

り、その後の講話では、「自分の命を自分で守る判断力」と「周囲

と協力する大切さ」について話をしました。皆、真剣な表情で耳を

傾けており、防災への意識を新たにした様子でした。

保護者の皆様には、緊急連絡メール送信後、お忙しい中にもかか

わらず迅速にお迎えに来ていただきありがとうございました。おか

げさまで、混乱なく全員の引き渡しを無事に完了することができま

した。

最近は、線状降水帯の発生等で、雨の降り方も極端化していて土

砂災害への備えが欠かせません。今後も学校・家庭・地域が連携し、

いざという時に「動ける」体制づくりへのご協力をお願いいたします。


